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四
月
二
十
三
日
㈯
本
宮
市　

福
島
県
家
畜
市
場
に
て
、
福
島
県
酪
農

青
年
研
究
連
盟
主
催
（
福
島
県
後
援
）
に
よ
る
「
第
四
十
七
回
福
島
県

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ー
」
が
県
内
各
地
よ
り
多
く
の
優
秀
牛
が
出
品
さ

れ
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
査
長
に
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
長
の
志

賀
美
子 

氏
、
審
査
員
に
山
形
県
東
置
賜
郡
高
畠
町　

深
瀬
幸
二 

氏
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
審
査
員
に
郡
山
市
愛
牛
家　

尾
形
亜
紀
子 

氏
を
お
迎

え
し
、
厳
正
な
る
審
査
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
猪
苗
代
町
の
長
谷
川
真
菜
さ
ん
、
福
島
市
の
古
川
未
歩
さ
ん

の
お
二
人
に
デ
ー
リ
ィ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
と
し
て
、
今
回
の
大
会
に
花
を

添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

出
品
区
分
を
七
部
制
に
て
開
催
さ
れ
た
今
回
の
大
会
で
は
、
県
内
各

地
よ
り
、
五
〇
頭
が
出
品
さ
れ
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
牛
の
改
良
促
進
に

必
要
な
飼
養
管
理
と
乳
牛
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
蒙
を
図
り
酪
農
経

営
の
合
理
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
、
会
員
同
士
・
仲
間

同
士
が
参
加
し
、
終
日
活

気
に
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
を
対
象
と

し
た
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ー

に
は
、
元
気
な
子
供
た

ち
一
三
名
が
参
加
し
、
自

分
よ
り
体
の
大
き
な
牛
を

引
き
な
が
ら
、
ち
び
っ
子

リ
ー
ド
マ
ン
と
し
て
、
自

★ 

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

★

　
●
経
産
牛
の
部

　
　

サ
ー
ク
ル
バ
レ
ー　

ア
ド
ベ
ン
ト　

ア
イ
オ
ー
ン　

Ｒ
Ｅ
Ｄ　

号

　
　
　
　
　
　
　
矢
吹
町
　
円
　
谷
　
真
　
也
　
氏

　
●
未
経
産
牛
の
部

　
　

Ｔ
．
ユ
ニ
オ
ン　

ア
フ
タ
ー　

エ
チ
ユ
ー
ド　

号

　
　
　
　
　
　
　
本
宮
市
　
今
　
野
　
さ
く
ら
　
氏

福島県酪農青年研究連盟主催

第47回福島県ホルスタインショー開催！
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酪青連　佐藤 正仁 会長より
主催者あいさつ
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審査長
福島県農業総合センター畜産研究所

所長　志　賀　美　子　氏

2

信
に
満
ち
溢
れ
た
表
情
で
、
将
来
の
逞

し
い
酪
農
家
へ
の
期
待
を
し
つ
つ
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

シ
ョ
ー
を
き
っ
か
け
に
、交
流
す
る
場
、

切
磋
琢
磨
す
る
場
と
し
て
、
今
後
も
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
経
産
牛
の
部　

矢
吹

町　

円
谷
真
也
さ
ん
出
品
の
「
サ
ー
ク

ル
バ
レ
ー　

ア
ド
ベ
ン
ト　

ア
イ
オ
ー

ン　

Ｒ
Ｅ
Ｄ
号
」、
未
経
産
牛
の
部　

本
宮
市　

今
野
さ
く
ら
さ
ん
出
品
の

「
Ｔ
．
ユ
ニ
オ
ン　

ア

フ
タ
ー　

エ
チ
ユ
ー
ド

号
」、
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ー

で
は
、
石
川
町　

岩
谷

悠
生
く
ん
（
小
四
）
が

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
受
賞
致
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
な
お
、
各
部
の

審
査
結
果
は
表
の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
例
年
ど
お
り
、

県
酪
婦
人
部
や
ま
び
こ

会
に
ご
準
備
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
「
豚
汁
」

を
お
昼
に
み
ん
な
で
食

べ
、
子
供
た
ち
も
ビ
ン

ゴ
大
会
で
楽
し
み
ま
し

た
。

　

酪
青
連
の
総
会
に
お

い
て
、
佐
藤
正
仁 

会
長

の
も
と
、
新
役
員
体
制

と
な
っ
て
初
め
て
の
行
事
と
な
り
、
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催
し
、
皆
様

の
ご
協
力
の
も
と
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
感
謝
致
し

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
酪
青
連
事
業
に
お
い
て
、

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

ベストショーマン
(公財)郡山市観光交流振興公社

柳　沼　喜久吉　氏

ジュニアショー

審査員　山形県東置賜郡高畠町酪農家　深　瀬　幸　二　氏
アシスタント審査員　郡山市愛牛家　尾　形　亜紀子　氏

審査風景
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《《《《《《《 第47回福島県ホルスタインショーチャンピオン褒賞名簿 》》》》》》》
● 審 査 長：志賀　美子  氏（福島県農業総合センター畜産研究所　所長）
● 審 査 員：深瀬　幸二  氏（山形県置賜郡高畠町）　　●アシスタント審査員：尾形亜紀子（郡山市愛牛家）
● 共進会場：福島県家畜市場（本宮市関下）50頭出品　　　　　　　　　　　　　　　期日：平成28年 4 月23日

区　　　分 出品
番号 名　　　　号 父　　　　牛 生年月日 住所 氏　　名

グランド
チャンピオン

経 産 牛 505 サークルバレー　アドベント　
アイオーン　ＲＥＤ

ミツドフイールド　ＣＣＭ　アイ
オーン H25.11.21 矢吹町 円谷　真也

未経産牛 204 Ｔ.ユニオン　アフター　エチ
ユード

ＭＳ　アトリーズ　ＳＨＴ　ア
フターシヨツク　ＥＴ H27. 3 .24 本宮市 今野さくら

リザーブ
チャンピオン

経 産 牛 702 Ｔ.ユニオン　ゴールデン　デ
ニーズ ジヤーランド　デニソン　ＥＴ H23. 8 .22 本宮市 ㈱ Ｔ・ユ ニ

オンデーリィ

未経産牛 111 イワノー　オブザーバー　ラツ
キー　セブン デスー　オブザーバー　ＥＴ H27. 7 .18 鏡石町 福島県立岩瀬

農業高等学校

チャンピオン

第 一 部 111 イワノー　オブザーバー　ラツ
キー　セブン デスー　オブザーバー　ＥＴ H27. 7 .18 鏡石町 福島県立岩瀬

農業高等学校

第 二 部 204 Ｔ.ユニオン　アフター　エチ
ユード

ＭＳ　アトリーズ　ＳＨＴ　ア
フターシヨツク　ＥＴ H27. 3 .24 本宮市 今野さくら

第 三 部 303 コムスター　ドロシー　ＭＶＰ コインフアームス　ドロシー　
ＥＴ H26. 9 .18 郡山市（公財）郡山市観

光交流振興公社

第 四 部 401 ＴＯＭ　チエリオス　ツルマツ ドミコール　チエリオス　ＥＴ H26. 8 . 6 石川町 添田　瑞穂

第 五 部 505 サークルバレー　アドベント　
アイオーン　ＲＥＤ

ミツドフイールド　ＣＣＭ　アイ
オーン H25.11.21 矢吹町 円谷　真也

第 六 部 610 サニーヒル　ロード　シヤウト レデイスマナー　ルビー　Ｄ　
シヤウト　ＥＴ H24. 6 . 6 石川町 岩谷　金良

第 七 部 702 Ｔ.ユニオン　ゴールデン　デ
ニーズ ジヤーランド　デニソン　ＥＴ H23. 8 .22 本宮市 ㈱ Ｔ・ユ ニ

オンデーリィ

ベストアダー

第 五 部 505 サークルバレー　アドベント　
アイオーン　ＲＥＤ

ミツドフイールド　ＣＣＭ　アイ
オーン H25.11.21 矢吹町 円谷　真也

第 六 部 610 サニーヒル　ロード　シヤウト レデイスマナー　ルビー　Ｄ　
シヤウト　ＥＴ H24. 6 . 6 石川町 岩谷　金良

第 七 部 702 Ｔ.ユニオン　ゴールデン　デ
ニーズ ジヤーランド　デニソン　ＥＴ H23. 8 .22 本宮市 ㈱ Ｔ・ユ ニ

オンデーリィ

ベスト
プロダクシン

第 六 部 610 サニーヒル　ロード　シヤウト レデイスマナー　ルビー　Ｄ　
シヤウト　ＥＴ H24. 6 . 6 石川町 岩谷　金良

第 七 部 702 Ｔ.ユニオン　ゴールデン　デ
ニーズ ジヤーランド　デニソン　ＥＴ H23. 8 .22 本宮市 ㈱ Ｔ・ユ ニ

オンデーリィ
ベスト
ショーマン (公財)郡山市観光交流振興公社 郡山市 柳沼喜久吉

ジュニアショー 石川小学校 4 年生 石川町 岩谷　悠生

未経産牛の部  Ｔ．ユニオン  アフター  エチユード号
本宮市　今　野　さくら　氏

経産牛の部 サークルバレー  アドベント  アイオーン  ＲＥＤ号
矢吹町　円　谷　真　也　氏

グランドチャンピオン
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四
月
八
日
㈮
福
島
県
農
業

総
合
セ
ン
タ
ー
「
大
会
議
室
」

に
て
、
福
島
県
酪
農
青
年
研
究

連
盟
第
四
十
四
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
、
は
じ
め
に
佐
藤

会
長
よ
り
挨
拶
し
、
福
島
県
農

林
水
産
部
畜
産
課 

前
田
守
幸

副
課
長
、
生
乳
生
産
者
団
体
を

代
表
し
、
福
島
県
酪
農
業
協
同

組
合 

宗
像 

実 

代
表
理
事
組

合
長
、
日
本
酪
農
政
治
連
盟

福
島
県
支
部
連
合
会 

佐
藤
金

正 
会
長
よ
り
、
来
賓
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
中
酪
農
研
究
会

の
佐
藤
竜
司
氏
が
議
長
に
選
出

さ
れ
、
提
出
議
案
の
議
案
第
一

号
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
書
承
認
に
つ

い
て
、
議
案
第
二
号　

平
成

二
十
八
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
書
承
認
に
つ
い
て
、

議
案
第
三
号　

平
成
二
十
八
年

度
会
費
の
賦
課
並
び
徴
収
方
法

に
つ
い
て
、
議
案
第
四
号　

役

員
改
選
に
つ
い
て
は
原
案
通
り

可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
度
に
新
体
制

に
お
い
て
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
情
報
交
換
を
通
し
、
本
県
酪

農
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

標
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
福

島
県
産
の
牛
乳
や
乳
製
品
を

「
安
心
」
し
て
消
費
者
が
飲
む

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
力
を
合
わ
せ
、
積
極
的
に

県
産
牛
乳
の
「
安
全
性
」
を
Ｐ

Ｒ
す
る
活
動
に
参
加
し
、「
福

島
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ー
」

を
は
じ
め
、
酪
農
理
解
と
食
育

を
推
進
す
る
「
う
つ
く
し
ま　

も
～
も
～
ス
ク
ー
ル
」
な
ど
の

事
業
も
積
極
的
に
行
っ
て
参
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
を

担
う
若
手
会
員
や
避
難
生
活
の

続
く
会
員
と
と
も
に
、
福
島
県

の
酪
農
復
興
へ
向
け
て
、
新
た

な
活
動
や
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
に
つ
い
て

は
、
各
研
究
会
・
同
志
会
か
ら

選
出
さ
れ
た
一
八
名
の
新
役
員

候
補
者
が
総
会
で
承
認
さ
れ
、

続
く
三
役
互
選
会
議
で
、
新
会

長
に
佐
藤
正
仁 

氏
（
県
北
酪

農
研
究
会
）、
新
副
会
長
に
斎

藤
忠
義 

氏
（
県
中
酪
農
研
究

会
）、
芳
賀
雄
一
郎 

氏
（
全
農

福
島
酪
農
同
志
会
）、
新
代
表

監
事
に
、
喜
古
林
尚 

氏
（
県

北
酪
農
研
究
会
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

総
会
後
の
役
員
会

で
、
改
良
、
経
営
調

査
、
広
報
組
織
の
各

部
会
に
そ
れ
ぞ
れ
役

員
が
所
属
す
る
こ
と

に
な
り
、
今
後
、
佐

藤
正
仁
新
会
長
の
も

と
、
新
役
員
で
二
年

間
、
決
意
を
新
た
に

活
動
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
青
連
通

常
総
会
後
に
福
島
県

酪
農
協
青
年
部
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
、

提
出
議
案
は
全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
～
会
長
に
　
佐
藤
　
正
仁
　
氏
　
再
選
～

第
四
十
四
回

福
島
県
酪
農
青
年
研
究
連
盟
通
常
総
会
開
催
!!
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福
島
市
五
月
町
に
あ

る
「
酪
農
会
館
」
は
、
昭
和

四
十
三
年
十
一
月
に
総
工
費

一
億
二
三
四
〇
万
円
、
鉄
筋

四
階
地
下
一
階
延
床
面
積
一
，

八
五
三
㎡
で
大
成
建
設
が
着
工

し
、
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
に

完
成
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
八
年
十
一
月
に
本
宮
市
仁

井
田
に
「
福
島
県
酪
連
酪
農
総

合
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
当
時

の
生
産
部
門
は
本
宮
市
に
拠
点

を
移
動
し
ま
し
た
。
平
成
十
九

年
七
月
に
管
理
部
門
も
本
宮
市

に
拠
点
を
移
動
し
、「
酪
農
会

館
」
は
三
階
に
福
島
県
畜
産
振

興
協
会
を
残
す
の
み
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　

建
設
後
四
六
年
を
経
過
し
売

却
先
を
検
討
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
昨
年
に
な
っ
て
二
つ
の
会

社
か
ら
購
入
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
交
渉
し
た
結
果

一
つ
に
絞
り
、
平
成
二
十
八
年

一
月
二
十
一
日
開
催
の
平
成

二
十
七
年
度
第
十
回
理
事
会
に

諮
り
慎
重
審
議
の
上
承
認
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
は
「
公
図

の
変
更
手
続
き
」
と
「
境
界
同

意
手
続
き
」
に
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
が
平
成
二
十
八
年
五
月

十
一
日
に
土
地
建
物
の
売
却
代

金
が
入
金
さ
れ
移
転
登
記
も
終

了
し
ま
し
た
。

　

売
却
先
は
福
島
市
泉
に
あ
り

ま
す
「
㈱
エ
ム
設
備
設
計
事
務

所
」
さ
ん
で
す
。
改
修
工
事
終

了
後
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
る

そ
う
で
す
。
先
方
の
ご
厚
意
に

よ
り
屋
上
広
告
の
「
酪
王
牛
乳
」

の
看
板
は
そ
の
ま
ま
設
置
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

約
半
世
紀
の
役
割
を
終
え
て

他
社
に
売
却
と
な
り
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
四
月
十
三
日
㈬
や
ま
び

こ
会
第
二
十
五
回
通
常
総
会
が
、

本
宮
市
本
組
合
会
議
室
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と

し
て
、
福
島
県
農
林
水
産
部
畜

産
課 

志
賀
茂 

課
長
、
酪
王
乳

業
㈱
大
竹
芳
雄 

社
長
、
酪
青
連

佐
藤
正
仁 

会
長
、
生
産
部
佐
藤 

洋
一 

部
長
が
ご
出
席
下
さ
い
ま

し
た
。

　

議
事
に
入
る
前
に
平
成

二
十
七
年
度
の
ひ
ま
わ
り
コ
ン

ク
ー
ル
の
優
秀
作
品
に
対
し
て

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
、

平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
案
が
可
決
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
役
員

改
選
も
行
わ
れ
下
記
の
方
々
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
度
は
、
消
費

が
低
迷
し
て
い
る
牛
乳
の
消
費

拡
大
活
動
・
や
ま
び
こ
会
研
修

会
・
畜
舎
環
境
美
化
運
動
、
県

酪
青
連
事
業
や
東
北
酪
青
女
事

業
の
参
加
協
力
な
ど
の
各
種
事

業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
、
積

極
的
な
事
業
へ
の
参
加
と
、
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

─
県
酪
婦
人
部
や
ま
び
こ
会

新
役
員
の
ご
紹
介
─

会　

長　

中
瀬　

明
美
（
県
南
）

副
会
長　

安
齋
美
智
子
（
県
北
）

　

〃　
　

橋
本　

節
子
（
県
中
）

　

〃　
　

三
瓶　

恵
子
（
浜
）

監　

事　

佐
藤　

佳
子
（
県
北
）

　

〃　
　

岩
谷　

光
代
（
県
南
）

役　

員　

斎
藤
や
い
子
（
県
北
）

　

〃　
　

本
田
喜
代
子
（
県
中
）

　

〃　
　

佐
久
間
静
江
（
県
中
）

　

〃　
　

福
田　

祐
子
（
県
中
）

　

〃　
　

渡
部
て
る
子
（
浜
）

　

〃　
　

鈴
木　

秀
子
（
県
南
）

や
ま
び
こ
会
通
常
総
会
開
催

福
島
市
五
月
町
　
酪
農
会
館
を
売
却
い
た
し
ま
し
た
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　農林水産省は 4 月29日に、16年の叙勲・褒章受
賞者を発表し、酪農・乳業関係者においても、この
度、但野　忠義氏（前福島県酪農業協同組合代表理
事組合長）が旭日双光章を受章することとなり、5
月13日に農林水産省において、勲章伝達式が執り行
われた。
　また、但野氏と、砂金甚太郎氏（全酪連会長）は
旭日中綬章、奥澤捷貴氏（前千葉県酪連会長）は旭
日双光章をそれぞれ、受章の名誉に輝きました。

2016年　春の叙勲・褒章受賞者を発表!!
但 野  忠 義 氏　旭日双光章を受章

（前福島県酪農業協同組合代表理事組合長）

４月６日	 福島県生乳委託者委員会
４月７日	 福島県ホルスタイン改良同志会総会
４月７日	 県中やまびこ会総会
４月７日	 浜酪農青年研究会通常総会
４月８日	 福島県酪農青年研究連盟通常総会
４月11日	 乳牛セリ市場
４月12日	 福島県農業会議常設審議委員会
４月13日	 やまびこ会通常総会

４月20日	 Ｊミルクブロック会議
４月23日	 第47回福島県ホルスタインショー
４月25日	 福島県農業会議常設審議委員会
４月27日	 第１回監事会
４月27日	 第１回理事会
４月27日	 酪王乳業取締役会
４月28日	 第１回経営検討会
４月28日	 第１回再建検討委員会

組　合　の　動　き　　4　月

第１回　４月27日

理　　事　　会

■ 　議　　案　 ■

議案第１号	 平成28年度事業計画（案）並びに収支
計画（案）について

議案第２号	 平成28年度酪王乳業（株）の改修工事
について

議案第３号	 子会社への運転資金の貸付について
議案第４号	 平成28年度支部活動費等交付金について
議案第５号	 定款等の改正について

■ 　報告事項　 ■

１）平成28年度熊本地震の義援金について
２）監事監査規程の改正について
３）斎藤牧場の畜産競争力強化対策緊急整備事業に
　　ついて
４）平成27年度末定期監査について
５）今後の日程について
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県　北　支　所

安 達 事 業 所

県　中　支　所

田 村 事 業 所

浜　　支　　所

小 野 事 業 所

会 津 事 業 所

県　南　支　所

JAふくしま未来(飯舘)

　県　　　酪　

酪農家戸数

戸数
（避難戸数）

組合／支所

区　　分

前年度
戸　数

前年比 育成 初妊 乾乳
妊娠

妊娠
搾乳

空胎
搾乳

小計
合計

前年度
頭　数

経　産　牛
乳　　　牛　　　頭　　　数

前年比
 1 戸当
り頭数

戸 ％ 頭戸 頭 頭 頭 頭 頭 頭 頭 ％ 頭

乳牛頭数調査集計表（公共機関を含む） 2016年３月31日現在

県　北　支　所

安 達 事 業 所

県　中　支　所

田 村 事 業 所

浜　　支　　所

小 野 事 業 所

会 津 事 業 所

県　南　支　所

JAふくしま未来(飯舘)

　県　　　酪　

組合／支所

区　　分 月　別　分　娩　予　定　頭　数 販　　売　　乳　　量

2016
4月

2016
5月

2016
6月

2016
7月

2016
8月

2016
9月

2016
10月

牛乳
出荷
戸数

1日当り

地域別販売乳量 1日1頭当り乳量
1日1戸
当り

搾乳牛 経産牛
頭頭 頭 頭 頭 頭 頭 戸 kg kg kg kg

 （7）22 24 91.7 253 162 55 232 803 1,090 1,505 1,072 140.4 68.4

 21 22 95.5 100 58 42 125 265 432 590 646 91.3 28.1

 29 31 93.5 153 73 61 192 493 746 972 1,010 96.2 33.5

 27 28 96.4 31 20 19 57 176 252 303 345 87.8 11.2

 （34）10 11 90.9 93 17 20 54 161 235 345 346 99.7 34.5

 27 29 93.1 52 31 49 107 219 375 458 520 88.1 17.0

 9 9 100.0 71 34 20 73 131 224 329 320 102.8 36.6

 56 60 93.3 705 270 288 720 1,191 2,199 3,174 3,326 95.4 56.7

 （11）0 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

 201 214 93.9 1,458 665 554 1,560 3,439 5,553 7,676 7,585 101.2 38.2

 101 70 48 50 48 48 84 22 25,887 1,177 25.0 23.7

 27 24 40 23 32 34 45 21 10,984 523 28.2 25.4

 39 37 41 35 53 45 76 29 17,683 610 25.8 23.7

 12 16 20 9 14 9 16 27 5,436 201 23.3 21.6

 14 12 10 12 13 13 17 8 5,009 626 23.3 21.3

 28 23 26 24 27 32 27 27 8,410 311 25.8 22.4

 13 21 12 20 12 25 24 9 4,971 552 24.4 22.2

 134 145 170 207 162 199 261 56 52,996 946 27.7 24.1

 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

 368 348 367 380 361 405 550 199 131,376 660 26.3 23.7

　平成27年３月の受託乳量は、県全体で前年比
98.6％の実績でありました。
　団体別の受託乳量は、本組合が4,071㌧前年比
100.9％（対前年同月36.5㌧増）、全農県本部は2,063
㌧の対前年比94.4％（対前年同月122㌧減）の実績

でありました。
　東北生乳販連の受託実績については、前年比
98.6％となりました。
　なお、全国の受託実績は対前年比100.0％であり
ます。（北海道：102.2％、都府県98.2％）

平成27年度受託乳量の状況

　３月の東北全体での用途別販売状況については、
飲用向けが98.4％（全国の前年比99.5％）、学乳向
けは95.9％、醗酵乳向けが117.1％（全国の前年比
107.0％）と上回り、加工乳向けは前年比91.7％（全
国の前年比105.2％）、生クリーム向けは77.8％（全

国の前年比94.6％）、チーズ向けは86.9％（全国の前
年比92.6％）と前年を下回り推移した。
　なお、今月の当組合酪王乳業での生乳使用量は日
量平均39.8㌧で、本組合生産量の30.3％、県全体生
産量の20.1％となっております。

平成27年度用途別販売乳量の状況（東北全体）
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団　　体　　名

県　　酪　　協
全農福島県本部
合　　　　　計
東 北 生 乳 販 連
全　　　　　国

受託乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

団体別受託乳量の状況
３　　月　　分

 4,071 131.3 100.9
 2,063 66.5 94.4
 6,134 197.8 98.6
 47,213 1,523.0 98.6
 618,745 19,959.5 100.0

用　途　別 販売乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

（東北全体３月）

備考
1）買取乳量を除く

飲　用　向　け
加　工　向　け
学 校 給 食 向 け
醗 酵 乳 向 け
生クリーム向け
チ ー ズ 向 け
全 乳 哺 育 向 け

合　　　計

 30,033 1,036.0 103.1
 6,875 237.0 87.9
 1,788 62.0 103.7
 6,682 230.0 110.1
 1,608 55.0 92.2
 225 8.0 90.3
 1 0.0 103.6
 47,212 1,628.0 101.9

平成27年度月別支払乳価表平成27年度月別支払乳価表

■東北全体プール乳代金 4,707,668千円 単価103.638円
■  内  福島県分プール乳代金① 575,565千円 単価103.638円
　　　　 プール対象外乳代金② 86,525千円

（学乳向け・買取向け乳代金）
　　　　　　合計乳代金①＋② 662,090千円 単価107.925円

　３月分支払乳価については、昨年４月より飲用向
け、醗酵乳等向けが値上げされ、また加工向けにお
いても北海道の価格交渉結果に準じて値上げされ全
用途について価格改定がされております。プール乳
価は３円25銭前年より上回り、補給金単価は前年
を13銭下回り、差引前年より３円13上回る単価と
なりました。

増　　減項　　目 前年同月

（注）上記合計は、脂肪率３．５％・無脂固形率８．３％の補給金込みの乳
価。

前々年同月28年３月
 102円592 99円338 3円254 97円082
 　1円854 　1円983 －0円129 　2円460
 104円446 101円321 　3円125 99円542

プール乳価
補給金単価
合　　計

 4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月 10月 11月 12月  1 月  2 月  3 月

単位・トン
6,000

5,500

5,000

4,500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

27年度

26年度

25年度

24年度

23年度

22年度

合　計 4  月  5  月  6  月  7  月  8  月  9   月 10  月 11  月 12  月  1   月  2   月  3   月

5,140

1,436

4,052

4,476

4,148

3,921

94.5

5,322

3,614

4,200

4,605

4,185

4,061

97.0

5,018

3,544

3,943

4,287

3,879

3,836

98.9

4,944

3,581

3,913

4,231

3,775

3,802

100.7

4,714

3,874

4,178

4,149

3,749

3,575

95.4

4,829

4,012

4,373

4,276

3,886

3,830

98.6

22年度

23年度

24年度

25年度

26年度

27年度

前年比％

年度 月

月別受託乳量　県酪協（トン）

54,954

43,108

49,419

50,637

45,959

45,129

98.2

1,899

4,118

4,569

4,343

4,035

4,071

100.9

4,753

3,669

3,790

4,129

3,703

3,658

98.8

4,566

3,656

3,964

4,062

3,621

3,513

97.0

4,560

3,815

4,110

4,053

3,620

3,486

96.3

4,764

4,030

4,273

4,219

3,781

3,668

97.0

4,445

3,759

4,054

3,807

3,577

3,708

103.7
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年次別・月別支払乳価一覧（補給金を含む）
年　度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 平均
27年度 105.116 105.882 106.888 105.964 105.240 107.090 107.342 106.859 105.204 105.468 106.726 104.446 106.110
26年度 100.739 102.193 103.829 102.826 101.978 104.278 104.043 104.000 102.000 102.606 103.222 101.321 102.753
25年度 96.846 98.345 99.659 98.837 97.220 99.688 102.698 102.627 100.215 100.738 101.861 99.542 99.856
24年度 96.446 97.780 99.371 98.530 97.817 100.446 99.772 99.452 97.324 97.231 97.699 95.806 98.140

第246回  県酪協乳牛市場成績

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

 3 546,000 537,333 89 6,037

 100 529,000 120 89 135

 20 707,000 622,000 100 6,229

 100 402,000 121 95 128

 2 61,000 60,000 56 1,071

 100 59,000 200 85 235

 55 162,000 124,927 70 1,787

 98 7,000 113 97 115

 107 245,000 187,467 64 2,912

 100 38,000 119 97 122

 116 336,000 272,586 71 3,817

 100 128,000 124 100 124

区分 畜種 雌雄 成 立 数
（成 立 率）

最 高 価 格
最 低 価 格

平 均 価 格
（前 回 比）

平 均 体 重
（前 回 比）

平 均 単 価
（前 回 比）

ET和牛
初生牛

ET和牛

乳　　牛

交 雑 牛

メス

雄

メス

雄

メス

雄

価格：円（落札価格）　率・比：％　　体重：㎏

平成28年4月11日開催 購買者数　29名（うち県外11名）

初生牛の畜種別価格帯毎分布表

畜  種 雌雄

ET和牛
メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

初生牛・搾乳用雌子牛の価格帯別分布表
価格帯（万円）
初生牛

価格帯（万円）
搾乳用雌子牛

畜  種 雌雄

交雑牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

畜  種 雌雄

乳　牛
メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

（ 0 は0.1～0.9万円、 1 は1.0～1.9万円、以下同様。尚、落札価格です）

0 40 45 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68
1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 2 3 1 1 1 1 3 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 
1 1

1 1 1 1 4 3 5 7 11 13 6 2

69 70

3 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32
1 1 4 6 11 22 15 13 11 8 6 4 5

1 1 1 3 5 12 21 35 19 7 5 1 2 3

33 34

～ ～ ～

～

～29 45 46 47 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71
1 1 1 1 1 1 2 1 3 2 1 3

72 73～

0 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48
1 1 1 1 3 5 1 2

49 50～

0

1 年ぶりに、酪王カフェオレファンの集いを“日本橋ふくしま館 MIDETTE”にて
開催します。酪王カフェオレソフト限定販売や大人カフェオレカクテルなど、
新たな酪王カフェオレの魅力を PR します。

1 年ぶりに、酪王カフェオレファンの集いを“日本橋ふくしま館 MIDETTE”にて
開催します。酪王カフェオレソフト限定販売や大人カフェオレカクテルなど、
新たな酪王カフェオレの魅力を PR します。

を開催！！を開催！！を開催！！を開催！！

『出張！酪王カフェオレ
　　　　in MIDETTE』

『出張！酪王カフェオレ
　　　　in MIDETTE』

『出張！酪王カフェオレ
　　　　in MIDETTE』

『出張！酪王カフェオレ
　　　　in MIDETTE』

79
（土）
79
（土） に、に、に、に、

お知らせ！！お知らせ！！お知らせ！！お知らせ！！
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　今年(2016年)も5月28日に「郡山市まちなかこども夢駅伝競走大会」が開催され、酪王乳業

は2006年から第10回連続となる特別協賛社として支援を行っている。ことしは大会最大の154

チーム820選手が酪王牛乳のゼッケンをつけてまちなかを力走し、たすきをつないだ。第1回目

の小学6年生は22歳の大人になっている。この駅伝大会で走ったこどもが、実際箱根駅伝にも

選手として出場している。感無量である。福島民友新聞は主催者でもあるが、今大会の様子を

伝える紙面には大きく「地元企業が力走を支える」という見出しがついた。これこそ活字であ

る。特に震災後の大会は元気なこどもたちを見ると感動し目が潤む。

2016.5.30　by酪王乳業㈱　鈴木伸洋

『ほっとMilk』投稿募集について
１．テーマは自由（ほっと(^o^)する話題がいいですね）
　　◎文章だけでも結構です。
　　◎写真があると最高です。

２．受付（常時受け付けしています）
　　メール・ＦＡＸ・支所経由・直接持参、何でもＯＫです。
　　E-mail : hiro-watanabe@fukuraku.or.jp・FAX0243-33-1103

2016郡山市まちなか子ども駅伝競走大会
郡山市内のまちなかを元気な
子どもたちがたすきをつなぐ!!

〜酪王乳業㈱　特別協賛～

　5月28日㈯に郡山市まちなかで「2016郡山市まちなか
子ども夢駅伝競走大会」が開催され、酪王乳業㈱は今年も
特別協賛し、子どもたちへ牛乳や酪王カフェオレを振る舞
い、一生懸命に走りきった子どもたちの渇いた喉を潤わせ、おいし
そうに飲んでいました。
　また、特別ゲストとして、箱根駅伝で4年連続区間賞を獲得した
柏原竜二選手（富士通陸上競技部）が、子どもたちと一緒に走り、
レースの解説も行い、自らも東京で開催されるオリンピックへの出
場を目指すと意気込みを語りました。

子どもたちと力走した
柏原竜二選手
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バイエル子牛の健康講座 おしえて！ウッシー先生⑭ 

 

 母牛の初乳を摂取した子牛と初乳製品を給与された子牛の血中の抗体価について違

いが見られるのかを検証した報告をご紹介いたします。 

出生した 40 頭の子牛（ホルスタイン、雄）を、母乳を給与する群（20 頭）と初乳製品を

給与する群（20 頭）に分けました。母乳群は出生時に 3.8L の初乳を、初乳製品群は初

乳製品を 2 袋給与しました。そして呼吸器病の原因となる各種ウイルスの抗体価を検証

するために、出生時（0 日齢）、2 日齢、7 日齢、その後は血中の抗体反応が陰性になる

まで毎月採血をしました。今回は牛ウイルス性下痢ウイルス 1 型および 2 型（BVDV-1

および BVDV-2）の結果を中心にご紹介いたします。 

BVDV に対する中和抗体価の推移は下の図のようになりました。薄い灰色は母乳群、濃い

灰色は初乳製品群を示しています。 

 

 

 

 

初乳製品群での BVDV-1 に対する抗体価は 2 日齢（2d）、7 日齢、3 ヵ月齢（3mo）で、

BVDV-2 では 2 日齢～4 ヵ月齢の間で有意に高くなりました。また、図には示していませんが 7

日の時点で RS ウイルスに対する抗体価も初乳製品群が高くなっていました。牛パラインフル

エンザ 3 型ウイルスにおいては母乳群と初乳群で差は認められませんでした。 

 母乳中の各種病原体に対する抗体は母牛の飼養環境によって異なります。品質が均一で

あることが保障されている初乳製品を使用することで子牛の抗体の「バラツキ」を小さくするこ

とが期待できます。 

次回は今回ご紹介した例において「バラツキ」の程度はどうだったのか？について考えた

いと思います。最後までお読み下さりありがとうございました。 

 
〒981-3133 

仙台市泉区泉中央 1-14-1 インテレクト 21 

℡ (022)776-0271 

平
均
中
和
抗
体
価
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2

）

 

平
均
中
和
抗
体
価
（log

2

）

 

図 1 BVDV-1 に対する中和抗体価の推移 図 2 BVDV-2 に対する中和抗体価の推移

Chamorro, et al. The Canadian Journal of Veterinary Research, 2014
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ZENOAQ コーナー～Vol.138～
 

〒963-0196 
福島県郡山市安積町笹川字平の上1-1 

日本全薬工業㈱ 福島営業所  
  TEL024-945-2306 FAX024-945-9345

 
 

 
    

今年は早目にサシバエ、アブ対策を・・・ 
牛舎に防虫ネットを張ってみませんか？ 
牛のストレスを軽減しましょう！！ 
 

ネットに接触し
てハナアブが 
多数落下 

農場様の声（写真掲載の許可は頂き載せています） 
例年 搾乳中の牛がアブの攻撃を受けミルカー 
を蹴り落とされて困っていましたが、ネットを張って 
からは全く蹴り落とすことなく落ち着いて搾乳が出来てい
ます。また一頭あたり乳量が増えたとのこと。 
 

Ｆ県Ｓ市 
Ｔ牧場 

再掲載 
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是非 弊社営業員にご相談ください 
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●作り方
①　玉ねぎ・じゃがいもは皮と芽を取り除き、小さく

切りラップをしてレンジ600Wで1分30秒温めた後、
ザルを使用しつぶす。

②　鍋にすりつぶした玉ねぎ・じゃがいもに牛乳と水
を加え弱火にかけ、塩・こしょう・コンソメで味を
調える。粗熱をとり、冷蔵庫で冷やす。

③　ミニトマトを湯むきし、中の種の部分を取り除き、

鶏ひき肉と混ぜる。
④　1/4枚にカットしたチーズを包み、③で使用した

ひき肉で丸める。
⑤油で揚げる。

（材料：4人分）

【ポタージュ】
・牛乳……………………400ml
・玉ねぎ… ……………… 100g
・じゃがいも……………… 200g
・コンソメ…………………… 20g
・塩…………………………少々
・こしょう… …………………少々
・水………………………100ｍｌ

【とまちーボール】
・鶏ひき肉… …………… 200g
・スライスチーズ…………… 2枚
・ミニトマト… ……………… 8個
・片栗粉……………………少々
・塩…………………………少々
・こしょう… …………………少々
・油…………………………適量
・パン粉… …………………適量
・クレソン……………………少々

　思わずキュンとくる！牛乳3DCGミュージックビデ
オ。MILK JAPANが贈る、牛乳ができるまでのほのぼ
のストーリー。やさしくキュートな歌声は、「クラム

ボン」の原田郁子さん。思わず
口ずさみたくなるミルクな名曲
と、ミルコップの冒険をお楽し
みください！

　コップの妖精ミルコップとミルクの神さまミルクゴ
ットの日常“使える！”LINEスタンプ第２段が発売し
ております！！牛乳を飲みたいときにもそうでないとき
も、トークに
しあわせと元
気を供給しま
すので、お試
しください。

発　行　者　福島県酪農業協同組合

発行責任者　常務理事　岡　　正宏

〒969−1103　福島県本宮市仁井田字一里壇17番地
TEL 0243−33−1101   FAX 0243−33−1103

URL http://www.fukuraku.or.jp/

平成27年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

平成27年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

　レンジを使用し、時間短縮。ミニトマトを使用し
サッパリとした味で食べやすく！

郡山女子大学短期大学部
遠藤　愛彩さんの作品とろ〜り濃厚ポタージュ　〜とまちーボール添え〜

MILK JAPAN発！！

「ミルクジャパン」で検索！！ ＜利用料金＞１セットあたり120円（税込み）
＜販売場所＞LINEストアー内　クリエイターズスタンプ
https://store.line.me/stickershop/product/1276829/ja

牛乳ができるまでの
ほのぼのストーリーにのせて、

「ぼくは牛乳」

http://www.milkjapan.net/pc/

LINEスタンプ
「牛乳！ミルコップ＆ミルクゴット」
　　　　　　　　　　 第2弾発売中！！


